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急
峻
な
山
の
峰
ま
で
植
林

で
埋
め
つ
く
さ
れ
、
天
に
向

か
っ
て
伸
び
る
ス
ギ
の
美
林

の
先
端
は
、
鋸の

こ
ぎ
り刃
の
よ
う
だ
、

そ
の
す
き
間
か
ら
太
陽
が
顔

を
の
ぞ
か
せ
る
―
。

　

金
持
地
区
は
、
古
生
層
か

ら
な
り
、土
地
が
植
林
（
ス
ギ
）

に
適
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

古
く
か
ら
挿
し
木
に
よ
る
造

林
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、村
人
は
、

山
仕
事
に
従
事
し
て
、
生
計

を
立
て
て
き
ま
し
た
。ス
ギ
は
、

植
林
後
35
年
ほ
ど
す
る
と
伐

採
が
可
能
で
、
昭
和
40
年
代

前
半
ま
で
は
木
材
の
価
格
も

高
く
、
山
持
ち
さ
ん

は
「
ぶ
げ
ん
し
ゃ
」

で
あ
る
と
も
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
代
、
地

区
公
民
館
が
で
き
た

こ
と
も
あ
り
、
山
仕

事
な
ど
の
重
労
働
か

ら
抜
け
出
そ
う
と
、

公
民
館
に
女
性
が

集
ま
り
、
婦
人
会
を

結
成
し
て
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
月
１
回

の
農
休
日
（
の
ち
に

公
休
日
と
な
り
ま
し

た
）
を
設
け
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
田
植
え
時
期
で
あ

ろ
う
が
、
村
人
の
誰
も
が
休

暇
を
と
り
ま
し
た
。「
姑
に
も

束
縛
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
子
ど

も
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
取
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
、
若
嫁
の

こ
ろ
を
思
い
出
す
ご
婦
人
た

ち
。
公
民
館
長
を
動
か
し
て
、

村
を
あ
げ
て
の
運
動
会
や
全

戸
で
貯
蓄
推
進
に
も
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

青
年
会
は
、
昭
和
55
年
か

ら
元
旦
に
獅
子
舞
を
し
て
、

家
々
を
「
家
内
安
全
」
と
唱

え
て
回
り
、
正
月
の
風
物
詩

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
地
域
住
民
が
公
民
館
に
集

い
、
話
し
合
い
、
実
践
活
動
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
、
典
型
的
な

集
落
で
し
た
が
、
少
子
高
齢

化
で
、
現
在
は
、
長
年
続
い

た
活
動
も
、
一
部
で
き
な
く
な

る
な
ど
、
か
つ
て
の
勢
い
は
弱

ま
り
ま
し
た
。

　

  

金
持
集
落
は
、昔
か
ら「
た

た
ら
」
で
栄
え
て
い
た
と
思

わ
れ
、
今
か
ら
約
８
０
０

年
前
、
京
で
天
皇
に
仕
え

て
い
た
長は

せ
べ
の
ぶ
つ
ら

谷
部
信
連
公
（
の

ち
に
石
川
県
穴
水
城
主
）

が
、流
刑
さ
れ
た
地
（
最
初
、

金
持
に
３
年
、
の
ち
に
下

榎
に
４
年
居
住
）
で
あ
り
、

ま
た
、
約
７
０
０
年
前
に

は
、
後
醍
醐
天
皇
の
隠
岐

の
島
か
ら
の
脱
出
を
救
う

た
め
、
金か

も
ち
か
げ
ふ
じ

持
景
藤
公
ら
金

持
党
が
金
持
神
社
に
祈
願
し
、

出
陣
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
由
緒
あ
る
村
で
す
。

　

昭
和
61
年
10
月
25
日
に
は
、

金
持
神
社
の
境
内
で
、
全
国
の

金
持
（
姓
）
さ
ん
を
招
き
、「
金

持
ま
つ
り
」
が
盛
大
に
開
か
れ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
隙

を
ね
ら
っ
て
、
朝
刈
山
に
あ
る

神
木
の
大
欅け

や
きが
盗
伐
に
合
う
と

い
う
珍
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

　

そ
の
「
金
持
神
社
」
は
、
全

国
に
一
つ
し
か
な
い
縁
起
の
良

い
名
前
の
神
社
と
し
て
脚
光
を

浴
び
、
年
間
20
万
人
も
の
参

拝
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、

日
野
町
の
観
光
名
所
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。（
金
持
集
落
：

昭
和
41
年
＝
49
戸
、
２
６
２
人
、

平
成
28
年
＝
31
戸
、
68
人
）

（
松
本
利
秋
＝
政
治
・
行
政
・

教
育
小
委
員
会
）

婦
人
会
が
農
休
日
を
設
け
る

な
ど
公
民
館
活
動
で
村
づ
く
り

青
年
会
の
獅
子
舞
は

正
月
の
風
物
詩
に

第８回

『スギの美林・武将が居住した由緒ある集落』～「じげの宝」シリーズ vol.２～

　「町史編さんだより」の 8回目は、政治・行政・教育小委員会が、地域の特徴や活動、行事、祭り、昔話、

自慢などを聞き取り、紹介する「じげの宝」をお送りします。

▲金持地区運動会に参加した金持婦人会（平成元年5月）

▲豊かな生活めざし全戸が月掛け貯金

▲金持青年会が始めた獅子舞（昭和55年1月）

第1回金持地区運動会（昭和36年 6月）



　「田んぼはまずお米を作るところですが、実はそれ以外にもいろいろなも
のを日本人に与えてくれる場所だったようです。魚を取り、カモを取り、虫
も取り、あぜに生える雑草も利用してきたことが、本書のなかでさまざまな
料理の紹介とともに描かれています。鯉こく（鯉の味噌煮）、ドジョウずし、
イナゴみそなど今ではなかなか見ることもできないのではないかと思うよう
な料理も登場し、田んぼと、田んぼのために作られたため池、用水路などが
あったからこそ誕生したこうした食文化の広がりが感じられます。
　田んぼそのものだけでなく、実は田んぼに関わる生活の中から出てくるこ
うした食文化や、あぜに生えるいろいろな種類の野草の利用などの細かなと
ころにも、これからも残していきたいようなおもしろいところがたくさんあ
るのではないかと思いました」

【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】

読んでみならんかな～

『田んぼの不思議』 安
あ む ろ

室 知
さとる

  著　/　小峰書店

職員が勝手に
ススメる１冊♪　

"今読みたい本〟が
　　 見つかるカモ!?

この本を紹介してくれたのは…

影井さんからひと言：
　「私は現在、消防・防災に関わる仕事を担当しています。
　普段は町の消防団の方たちと連絡をとりながら、消防のための施設
や道具などの維持・点検や、消防団の方の訓練などの活動の準備をし
ているほか、防災に関する制度の検討や広報などを行っています。自
治会長さんを通して、自治会へのご協力をお願いしたり、お話しをお
伺いすることが多いので、各地区の自治会長さんをはじめ、消防や防
災に関係する係の方にはいつもお世話になっています。これからもいろ
いろな内容でお話しさせていただくことがあるかと思いますので、その際
はよろしくお願いします」

影
か げ い

井  宣
の ぶ ゆ き

之 主事総務課

23 広報ひの 9月号 -2014‐23 広報ひの 12月号 -2016‐

1 月 10 日は「110 番の日」適正な 110 番の利用をお願いします。
　警察では、皆さんから通報があった緊急な事件・事故などの110番通報を受け、

パトカーを現場に向かわせ処理に当たります。

　なお、110 番を受けた担当者が、受理した内容により、

〇何がありましたか　〇場所はどこですか（目印や目標となるものはありますか）
〇いつのことですか　〇犯人はどちらへ逃げましたか　
〇犯人は男（女）ですか、服装は　〇あなたの住所、名前、電話番号
などを尋ねますので、落ち着いて話してください。

警察に対する要望・相談は・・・
▼警察総合相談電話（電話　＃ 9110）　▼黒坂警察署（電話　74-0110）

鳥取県警察マスコットキャ
ラクター「ぱとろーくん」


